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抄録

ラン藻，緑藻の耐i束性
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藻類の低温に対する影響については，現在まで多くの仕事がなされている(照本・藻類

6 : 99-106 (1958)参照)。著者は藻類細胞の凍結による影響は， Phycologyの多くの領域の

中でも最も興味あり，また重要なもののひとつであるといっている。なにはともあれ，こ

の実験はラン藻，単細胞緑藻が低慌においての生存可能な限界をわれわれに示してくれて

興味がある。

常に氷点以下(ロス向)の気瓶で，最も緩い月でも平均気温は約一30Cといわれる南極

大陸のラン藻，緑藻が分概されている。この実験で用いられた藻類は， 1960年にロス鳥

(7i"30' S.， 168000' E.)から半径 1007"イル以内で採集されたものである。比較される藻類

はウイスコンシン付近の各地から分離されたものである。凍結はー100C，-250C， -300C， 

-700C，ー1960Cの各温度で行なわれたが，最も興味あると恩われるところを表にして

みるの
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種 名 採築地
-196'Cの凍
結後の生害率

ラン藻 Schizothrixcalcicola 南 極※生長最良

" Nostoc COlll1llllne 南 極 生長選い

" Oscillatoria mbescens ウイスコンシン 生長せず

" Phormidium tenlle ウイスコンシン 生長最良

" Calothrix parietina ウイスコンシン 生長最良

" Pho1"l1lidium minnesoten刷? ウイスコンシン 生長遅い

" Nostoc muscorum 生長遅い

緑 諜 ChlorellaPyl官'/Ioidosa 5.2% 

" ChlO1"ella sp. 南 極 1.4% 

" Bracteacoccus sp. 南 極 O.∞，2% 

11 Chlorella sp. 南 極 0.05% 

11 Chlorococcll1l1 ベ(IISi01111111 南 極 2% 

" Chlorella sp. 南 極 30% 

" Neochlon's sp. ウイスコンシン 0% 

※ラン蔀は，糸状または単細胞によらず量的測定ができないため，とけた誠料を新し

い壊液IC植えつぎ，その培液で生長してくるまでの時聞を生長皮として比較してい

る。

次に培液tヰ浮瀞させたラン藻，緑藻を凍結(ー25'Cで 1週間連続凍結)し，次に融解

(室温)することを繰りかえした場合で，何週間位生存し続ける事ができるかを示してL、る。

種 名 採集地 議えして足も生i宮容 存高{宮Z%Rj 望
できた期間

ラン溌 Nostoc削 tlscorllm 9週間以上

" Phorm idiulIl 111 umesotense ウイスコンシン 1 週 関

" Plectonema Nostocorum ウイスコンシン 1 週 間

11 Calothrix paげ'etina ウイスコンシン 9週間以上

11 Phormidium tellue ウイスコンシン 1 週 間

" Lyngbya Birgei ウイスコンシン 6週間以上

" Diplocystis aeruginosa ウイスコンシン 1 週 岡

" Gloeotrichia echinulata ウイスコンシン 。適 閲

" Synechococclls cedrorlll/l 1 週 関
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最終週
間の生
存率
(%) 

O.αlO5 

0.16 

0.005 

0.17 

0.001 

0.02 

0.01 

凍結 (-25.C)
敵降を繰りか
えしても生帯
できた期間

O 週間

20週間以上

0 週間

0 週間

0 週間

O 週間

O 週間

1 週間

0 週間

17週間以上

16週間以上

19週間以上

14週間以上

14週間以上

17週間以上

19週間以上

新著紹介

極

極

極

極

極

極

採 築 地

Oscillatoria rllhescells ウイスコンシン

Schizotlzrix calcicola 南極

AllkistrodeSlIIlIS COJ/τ'0111111-' ウイスコンシン

Chlorella sp. ウイスコンシン

Neochloris sp. ウイスコンシン

Stigeocloniullt sp. ウイスコンシン

Protosipholl hotryoides ウイスコンシン

HonnidiuJll flaccidlllll ウイスコンシン

Trihollema Sp. ウイスコンシン

Chlorella pyl・'elloidosa

RrarteacocclIs sp. 

StichococcuS hacillari.、
Neochloris sp. 

RracteacocclIs Sp. 

Chlorella sp. 

Chlorella sp. 

南

南

南

南

南

南

名種

ラン藻

緑藻

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

上の表からわかるように，普通土壌'1-'や淡水中下層に附着している糸状のラン藻が生

存率最も大きく，単細胞のラン藻は凍結により簡単に死んでL、る。 Chl.pyrenoidosaを除

き，ウイスコンシンで分離した緑藻は凍結後の生存率は非常に悪く，ほとんど生存しない

ものが多かったが，南極産の単細胞緑藻は凍結後の生存率は非常に高い。その他， Chl. 

pyrenoidosa (34 X 106細胞濃度)を -250Cに長期間貯蔵して，その耐凍性の減少をしらべ

ているが， 367日後生きている細胞は見られなかった。

(J照本勲・北大低源科学研究所生物学部門)

介紹著新

日本産化石珪藻類〔金谷太郎(要旨補訂)(英文))

J. BRUM et J. TEMPERE (1889): Diatomees fossiles du Japon， by Taro KANAYA . 

日本古生物学会(東大理学部地質学教室内)が「日本重要化石の図説J (A survey of 

the fossils from Japan i1Iustrated in c1assical monographs)として，日本の地質学の初

期において研究報告された化石生物についての原著 10篇の図版の部分を同会の創立 25周
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プノレン及びトムベール布。




